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医療・介護・福祉・行政の多職種が連携し合い、住民の方が
住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けられるよう必要な
体制づくりに取り組んでいます。

薩摩郡医師会在宅医療相談支援センターだより

ひ ま わ り

【ご意見・ご感想（一部ご紹介）】

・利用者、患者、家族は看護師や介護士などの医療職者はできて当たり前と考えている人もいる。

利用者、患者だけを見ず背景を理解し寄り添っていけたらお互いにいいお付き合い（医療職者と

利用者として）ができるのではないかと思いました。

・１人の考えよりもいろんな人の考え方もあるのでよく耳を傾けて考える。どうしたらお互いを守

ることが出来るのか難しい課題だと思った。

・ハラスメントに関して事業所を管理する立場として、契約書に記載したり、利用者等に説明する

ように対策強化していますが、いろんな事例を想定し、対応を皆で意見を出し合い事業所として

決めておくことは大事だと思いました。

・グループワークでも他の方の考え方や意見を聞くことができてよかったです。居宅ケアマネで

すが、利用者様よりもご家族によるハラスメントがあり、今回の研修で学んだことを今後活かし

ていけるようにしたいと思います。

・利用者を困った人にしないという視点は、支援者として絶対に忘れてはいけないと思いました。

どちらも自分らしく生命を全うできることが良いと思うので！

・ホワイトクレーム／ブラッククレームの見極め。こちらの権利だけを言わないよう注意したい。管

理者だけが悩むようなことにならないようにしたいものです。死んでからでは遅いし、断る、関

係を断つ必要もあるだろう。（保身の記録・録音は必要だろう。）

・ハラスメント対策に十分はないと思いますが、一つずつ取り組みアップデートしていくことは大

事だと思いました。

第4回さつまるネット研修会

参加総数：57名 アンケート回収数 ： 会場29名/４９名 オンライン５名/8名 （回収率72％）

【センターより】

あんしん医療連携

シートは、令和8年3

月末現在、延記載数

794枚となりました。

さつま町：488名分、

薩摩川内市：306名

分となっています。

左の表は、記載数の

多い医療機関と最近

記載して頂いた医療

機関のみ表示してあ

ります。今後ともご

協力よろしくお願い

いたします。

びっぐすまいる訪問看護ステーション

管理者 柳田氏

令和７年度第４回薩摩郡医師会在宅医療推進作業部会
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非常に満足, 

32, 65%
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この研修は満足するものでし

たか

令和8年3月10日（火）薩摩郡医師会病院２階会議室において、委員２１名の出席で開

催いたしました。多職種意見交換会やさつまるネット研修会、あんしん医療連携シート

の記載状況などの報告の後、各班で令和８年度に向けた活動について話し合って頂

きました。ACP班では、チラシやポスターをどのように地域へ広げていくかについて、

医療・介護連携班では、DNARに関する研修会を事例をもとに計画していくこと、摂

食嚥下・口腔ケア班では、研修会の内容について検討されました。

【 在宅医療連携推進作業部会摂食嚥下・口腔ケア班】

令和８年度の摂食嚥下口腔ケア班は、口腔ケア研修会の開催とパンフレット作成

を進めていくことを予定しております。口腔機能の状態や口腔ケアによる反応は

個人差が大きく一筋縄ではいかないところもありますが、介護者の一助となる会

を開きたいと思っております。「健康はお口から」という考えを幹として、可能であ

る限り経管栄養やペグにならずにお口から食べる楽しみや健康をなるべく継続・

再開できるよう力添えできればと思います。そのための環境づくりも重要と思い、

対策について皆さんと協議していきたいと思います。

昨今、救急医療において本人の意思により蘇生行為を行わない選択をすること

が全国的に進められているとのことです。いざという時にどういう選択を本人が

望まれていたのか。「健康はお口から」を実践する為に、「大好物は何なのか」「人生

の最後に食べたいと思うものは何なのか」などお互いの希望を語り合う機会を大

切にすることが、在宅介護を担う介護者の心の支えの一部になると信じておりま

す。そんな環境づくりを目指していけるよう本年度も活動していきたいと思います。

（ 文責： 尾形文隆 ）

令和7年度在宅医療推進作業部会ACP班を中心に、ポスター①、チラシ表面②-１、チラシ

裏面②-2を作成いたしました。住民の方々に随時お届けしていきます。掲示や配布にご協

力頂ける場合は、在宅医療相談支援センター(53-0326）までご連絡ください。

① ②-1 ②-2

講師資料より引用

令和7年度在宅医療・介護提供状況調査結果一部ご紹介

令和7年度の調査では、訪問

診療料を算定した患者総数

は、前回の調査結果より22

名減少していました。在宅医

療を提供した患者の看取り

を行った数は、70名で前回

より19名増加していました。

看取り先は、ア～エ以外が

22名と最も多いという結果

でした。

摂食嚥下・口腔ケア班ACP班 医療介護連携班

令和7年度第2回川薩地区在宅医療推進リーダー会議

令和8年3月3日(火）川内市医師会立川内看護専門学校において、委員34名（会場

30名、オンライン4名）の出席で開催致しました。事前調査では、団体または職場にお

けるハラスメント対応体制や実際に起きているハラスメントの内容について回答頂き

ました。ハラスメントは年々増加傾向にあり、包丁を振り回された事例などとても

ショッキングな内容も報告されました。それぞれの団体や職場で対策に努力されてい

ることも分かりました。また、県の相談窓口が無い為、看護協会から県へ要望を出さ

れていることも報告して頂きました。

また、令和8年度ハラスメント研修を計画している団体や事業所が複数ありました。

令和７年度第4回さつまるネット研修会（２/１３）

講師資料より引用

びっぐすまいる訪問看護ST

管理者 柳田 氏


